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コペンハーゲンの医師ウォルムのコレクションのカタログ（1655年） 
Wikimedia Commons, File:Musei Wormiani Historia.jpg より
http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Musei_Wormiani_Historia.jpg?uselang=ja 
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2006年に学芸員資格取得を目指す学術情報課程がオホーツクキャンパスに設置されてか

ら３年目となった。今年は、夏休みから３年生が博物館での職場体験の機会となる館務実習（館園

実習）に出掛けている。講義の科目も３年前期までに終了しているので、学術情報課程の内容は今

年で出そろったことになる。課程の完成年度は来年であるが、学芸員資格の講義と実習の内容をま

とめた年報を発行することにした。 

本学の場合、学芸員資格の取得に必要な授業は、博物館法で定められた博物館に関する

科目８科目１２単位のみとしている。大学によっては、歴史や美術分野の科目を選択必修とし、学

芸員課程の必要科目が専門分野と合わせて２０単位程度になっている場合が見られるが、本学では

専門分野の修得は学科での教育が担保している。よって、学芸員を目指す学生は、専門分野の研鑽

に努めることが求められる。 

学芸員に共通する知識と技能の修得、これがオホーツクキャンパスでの学芸員養

成の教育方針である。本学部の学生は、生物学系あるいは生物産業を基盤とした学芸員としての活

躍が期待される。学術情報課程では、専門分野だけでは不足している内容、しかも４学科ともに必

要性の高い項目を取り上げることにしている。授業では、文章表現やデザイン、印刷と出版の基礎

知識、写真撮影、使用者としてのコンピュータ能力など教育普及分野での技能、博物館の意義や歴

史、文化財保護、生涯学習といった教養的な内容が多くなり、馴染みのない内容にとまどう学生も

いるかもしれない。さらに、広報媒体や実施計画の模擬作成、施設運営の要点整理、美術品輸送の

専門家による梱包実習など実践的演習を実施した。 

博物館情報学研究室には、学芸員の実務が体験できるよう、博物館で使用され

るコンピュータやソフトウエア、大型プリンタやフィルムスキャナなど周辺機器を一通りそろえて

いる。書籍も概説的なものから、小学校から高校までの教科書や子ども向けの図鑑、建築資料や英

語の基本文献など、ある程度充実してきた。関連学会の資料やウェブで公開される報告書なども蓄

積し、地方における博物館の情報拠点としての形ができつつある。勉学、実務の両面で、博物館を

支援していくことができれば幸いである。 

 

博物館情報学研究室・嘱託准教授 宇仁義和（うに・よしかず） 
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平成20年度東京農業大学学術情報課程（オホーツクキャンパス）経過報告 
 
１．開講科目 
科目名 単位数 開講年次 担当教員 教科書 
教育学概論 １ １年後期 井上正道 オリジナル小冊子（集中講義） 
博物館概論 ２ １年後期 宇仁義和 大堀哲編 2005『博物館概論』学文社 
博物館資料論 ２ ２年前期 宇仁義和 国立科学博物館編 2003『標本学』 
生涯学習概論 １ ２年後期 宇仁義和 オリジナルプリント 
博物館情報論 １ ２年後期 宇仁義和 波多江潤子 2007『新詳細ＤＴＰ基礎改訂版』 
博物館経営論 １ ３年前期 宇仁義和 上山信一・稲葉郁子 2003『ミュージアムが都市を再生する』 
視聴覚教育メディア論 １ ３年前期 宇仁義和 オリジナルプリント 
博物館実習 ３ 3･4年通年 宇仁義和 オリジナルプリント（集中講義） 
 
２．館園見学 
 多種多様な分野をカバーするように努め、釧路や帯広支庁管内での見学は土曜日をあてた。見学がかなわ
なかった分野は植物園であり、次年度の課題としたい。 
 
学年  見学施設 分野 設置者・博物館法による区分 
１年  網走市立郷土博物館・モヨロ貝塚館 郷土・総合 公立・登録 
１年  北海道立北方民族博物館 民族 公立・登録 
２年  足寄動物化石博物館 自然史 公立・類似 
２年  環境省阿寒湖畔エコミュージアムセンター 自然系施設 国立・類似 
２年  釧路市こども遊学館 科学館・子ども博物館 公立・相当 
３年  スガノ農機土の館（北海道遺産選定施設） 産業 私立・類似 
３年  北海道開拓記念館 総合 公立・類似 
３年  北海道開拓の村 歴史・野外 公立・相当 
３年  小樽水族館 水族館 私立・相当 

   阿寒湖畔エコミュージアムセンター 足寄動物化石博物館（化石レプリカ作成）



 

 � 

３．博物館実習 
１）札幌館園見学（６月９- １１日） 
 上述の札幌周辺の博物館を見学した。実学体験週間を利用しての見学であったため、見学した北海道開拓
記念では体験講座資材の整理や素材作成、古文書整理などの学芸業務の補助、北海道開拓の村では和船など
大型資料の清掃や移設建築物周辺の草取りなどの奉仕作業を行った。 
 
２）梱包実習（７月５日） 
 日本通運美術品事業部（東京）から専門家２名（徳田英昌主任指導員、松木弘技術顧問）を講師として招
致して実施した。会場は学生会館１階のホールを利用した。これは、資料落下の危険性を取り除くため、美
術品の梱包は床面で実施することを基本とすることから、広い床面積が確保できる場所として選択した。教
材は、陶器は日通の備品を使用したが、骨格標本とはく製は斜里町立知床博物館、額装絵画は網走市立美術
館から借用した。また、近隣の博物館には実習実施を周知して学芸員に参加を呼びかけたところ、知床博物
館から１名、美幌博物館から２名、北網圏北見文化センターから１名の計４名の参加があった。 
 内容は、（１）ビデオによる基本動作の確認、（２）実演と実習として、緩衝材で全体をくるむ伝統的な技
法による陶器の梱包、強固な場所に枕を当て他は浮かす技法による骨格標本とはく製の梱包、養生テープを
用いた額装絵画の梱包、の３つを３人一組で全員参加で行い、（３）見学実習として、資料にあわせた専用箱
を一枚段ボールからの切り取り組み立てのデモンストレーションから学んだ。 
 学生たちの取り組みは熱心であったが、一部にだらけた態度を見せるものや、養生シートの上を土足で歩
いて講師から注意を受ける場面が見られ残念であった。 
 
３）カメラの使い方 
 デジタル一眼レフの使い方を実機１０台を用いて学んだ。同様の実習は、２年前期の博物館資料論の授業
１コマを使って実施しているが、消化不良に終わったので改めて実施した。 
 受講生のうち、一眼レフを所有しているのは修士課程１年の１人のみで、ほかは使ったことがないという。
現在の学生は、シャッター幕も絞りも見たことがないものがほとんどであった。これはフィルムを装填しな
いデジタルカメラでは内部を見ることがないためであろう。そこで、マニュアルのフィルム一眼レフを用い
て絞りとシャッターを実見させるなど基礎の基礎からの実習となった。 

  古文書整理作業（北海道開拓記念館） 和船と廊下（船倉）清掃（北海道開拓の村） 
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○梱包実習 

薄葉紙から紙ひもを作る 実習は広い床面が確保できる学生会館ホールで実施した 

骨格標本は丈夫な場所をピンポイントで支える 陶器は全体を綿布団で球状に包む 

１枚の段ボール板からオーダーメイドの箱を作る 薄葉紙と真綿で綿布団を作成中
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４．館務実習（館園実習） 
 館務実習の実施は、博物館実習を除く科目の履修が完了する３年次の夏休みから開始した。本年度の実習
生は１７名で、実施場所は北海道５館７名、茨城県１館１名、東京都１館２名、神奈川県２館２名、長野県
１館１名、鹿児島県１館４名となった。 
 お忙しいなか、本学学生を受け入れ、実習を行われた館園にお礼申し上げます。 
 
学籍番号 氏名 期間 館園名 
○生物生産学科 ３年５名 
18060000 男子学生 2009.3.20-3.29 奄美文化財団原野農芸博物館 
18060000 男子学生 2008.9.1-9.12  横浜市立よこはま動物園「ズーラシア」 
18060000 男子学生 2009.3.20-3.29 奄美文化財団原野農芸博物館 
18060000 男子学生 2009.3.20-3.29 奄美文化財団原野農芸博物館 
18060000 女子学生 2008.9.4-9.18 水戸市植物公園 
○アクアバイオ学科 ３年９名 
21060000 女子学生 2008.8.11-8.20 千歳サケのふるさと館 
21060000 女子学生 2008.9.14-9.23 サンピアザ水族館 
21060000 男子学生 2009.1.27-2.6 東京農業大学「食と農」の博物館 
21060000 男子学生 2009.2.10-2.20 蓼科アミューズメント水族館 
21060000 男子学生 2008.10.24-11.3 標津サーモン科学館 
21060000 男子学生 2008.9.18-9.28 斜里町立知床博物館 
21060000 女子学生 2008.10.30-11.9 標津サーモン科学館 
21060000 男子学生 2008.8.15-8.26 美幌博物館 
21060000 男子学生 2008.8.21-8.29 奄美文化財団原野農芸博物館 
○食品科学科 ３年１名 
19060000 女子学生 2008.8.7-8.21 箱根町立箱根湿生花園 
○産業経営学科 ３年２名 
20060000 男子学生 2008.9.18-9.28 斜里町立知床博物館 
20060000 男子学生 2009.2.12-2.22 東京農業大学「食と農」の博物館 
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「館務実習日誌」から 
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５．年間カレンダー 
 
 ４月９日 新入生対象オリエンテーション（大講義室） 
 ４月１４日 前期開講科目授業開始 
 ４月２３日 第１回課程委員会（第二会議室） 
 ５月２４日 足寄動物化石博物館見学：展示室解説および化石レプリカ作成（２年生） 
 ６月３日 受講希望者向け説明会（２- ２０４教室） 
 ６月９- １１日 札幌館園見学旅行（３年生） 
 ６月１０日 受講希望者小論文提出締切 
 ６月１７日 受講許可者掲示 
 ６月２４日 受講許可者への納付書配布（２- ２０４教室） 
 ６月２７日 受講料振込期限 
 ６月２０- ２１日 全国大学博物館学講座協議会全国大会：愛知大学（愛知県豊橋市）に参加 
 ７月５日 梱包実習（学生会館ホール） 
 ８月５日 前期開講科目授業（試験）終了 
 ９月３０日 後期開講科目授業開始 
１０月１５日 北海道立北方民族博物館見学（１年生） 
１１月５日 網走市立郷土博物館・モヨロ貝塚館見学（１年生） 
１１月８日 阿寒湖畔エコミュージアムセンターおよび釧路市こども遊学館見学（２年生） 
 １月２１日 後期開講科目授業（試験）終了 
 ２月２５日 第２回課程委員会（第二会議室） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京農業大学オホーツクキャンパス 
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